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奈民県のカキの収棺iiは25700t,結 果村面積は約

■850ha(平成18年に(注1))で 全 国第2イヤの収憎畳,全

国第3化のなモ面積であり,本 県の4fた品の一つである

(と2)結 果村面tの 89%は (れ1 650ha(lT l))五Ⅲ々 吉

野地lntに集中している し かし,カ キ,産 地では生此者

の高齢化に対応 した,亡 地活性化のために新たなカキ栽

号を柿完する新たな作目を模索しているところである

渋柿の業で塩付の■Jを くるんだ 「柿の★キrulJは

奈良の仁続ある郷t料 理である 奈 H県 では夏祭 りの 7

月初旬から中旬にかけて 瓜 味あるごらそうとして吉野

川筋の五候市,大 た町, い市町,|1野 町,束 吉野村ェ"

上十Jのほか,吉 早r川筋に近い奈良介地市部の御所市 高

市郡の DTJで作られる ま た,江 ■時代の中tFlに,寛 容

りのごちそうとして生まれたという言いl.えもある1)

現在はF「l年お士にとして地元のみならす近徴 首 都圏で

も消費されている

奈其県内にはEテ から判断しただけでも 「柿の業キ司J

裂辻業者が35来者ある(一部販売のみの店舗を含む)(と

3)こ のことからも,「1市の業寿司Jは 県民や女史県を

訪れる観光客にとって大変身近な資べ物ということがで

きる

そこで,本 稿では 奈 良県内のカキ生産者による 「it

の業キ河J用 のカキ業の生産および県内 「柿の業寿司J

業者によるカキ業の流通 利 用の実態について明らかに

するとともに,新 たなカキの柿完作日としてのカキ業生

産の可能″iおよび直地活1生化のための課題を抽出する

なお| この研究は農林水産省 「新たな農林水に政策を

推Trする実用技術Pl発事業(課題名 :カ キ和1来の安定生

産!え術の開発)Jで 実施した

(と 1)農作物市町村,UテータH198(農 林水産省近故震

政局奈H晨 政事務所編楽,々 H震 林続計れ会発行1,25

貫より(震業地域類型区分の吉野営業地域は早農林部の

区分の五係 吉 野地lJAと同じ12市町村(工作市,吉 野町,

大た町.下 市町 黒 滝村,天 1村 卜野迪1村 ,十 津川十J

下北山村, L化 ||け寸,"上 1」,東 古野村)を指す ))

(注2)農 小水F統 計 平 成20年産 西 洋なし か き く

りの結果廿面■ 収 糖■及び出lf畳,農 ホ水産省大臣官

房統計i卜,平 成21年4月 27H公 表

(■3)今 良県食品i市 安全謀食品安全推進係耐べ (H21

1現在)



(20) 奈良県農業総合センター研究報告 第 40号(21119)

法方 20日(電話)で県内産のカキ葉の利用割合,年 間総カキ葉

利用枚数を聞き取 りにより調査し,ま た,各 会社の協要

についてホームページ,パ ンフレットにより調査した1 カ キ生産者のカキ緑葉(以下カキ奏),カ キ紅素の生

産および出荷状況に関するアンケート調査

果結

奈良県果樹研究会(平成19年度会員340名, うちカキ生

産者273名)の合員のうち,工 作 吉 野地域のカキ生産者

31名を対象に,2007年 7月 25日にアンケート調査票によ

り調査を行った(回収寄100%,有 効回答数31件)

内容は,現 在のカキ業,カ キ紅業の生産及び出荷の概

要! また,現 在カキ業,カ キ紅業の生産及び出荷を行つ

ていない場合は,そ の理由と今後の意向などについてた

ずねた

2 カ キ葉の生産収穫等作業時間の計測

カキ業の代表的な生産収穫方法には,樹 上の徒長柱か

ら直接摘み取る方法と,夏 季男定後の敦定技から摘み取

る方法の2種類がある こ れら2つ の生産J又穫方法につ

いて作業手順等の作業時間を調査した

1)村 上の徒長技から直接採取する方法

2008年 7月 3日 に御所市のカキ雨よけハウス内で生産

者のカキ葉の摘み取り時間を計lHlした

2)夏 季労定後の勢定枝から採取する方法

20∝年 7月 10日に五條市西吉野町の果実生産露地既成

国で生産者のカキ葉補み取り時間を計測した

3 カ キ養生産の句別労働時間モデルと経営収支モデル

の作成

アンケート調査,労 働時間の計測の結果および奈良県

営業経営モデル集
2)を基にカキ葉生産の経営収支モデル

および旬別労lgl時間モデルを作成した

奈良県農業経営モデル集(平成18年度版,営 農類型 モ

カキ専作(ハウス)モデル)を基にカキ専作生産者(注4)

が新たに追加してカキ葉を10a生 産する場合を想定して

作成した

(注4:栽 培面積310a,作 ロカキ早期加温
(刀

根早生
',

カキ普通加温
`刀

根早生
',渋

柿
`刀

根早生
'`平

核無
',甘

柿
`富

有
')家

族労働35人 , 1日 労働時間8時 間, 1句 あ

たり労働日数8日 )

4 県 内 「柿の奏寿司J製 造会社の規模とカキ葉の利用

についての調査

県内で支店を実開している 「柿の葉寿司J製 造会社4

社を通定し,2008年 1月 29日(対面),2009年 1月 19日,

1 カ キ生産者のカキ葉,カ キ紅葉の生産および出荷状

況に関するアンケート調査

1)カ キ葉,カ キ紅葉の生産 出 荷状況

アンケート回答者の中でカキ葉を出荷している人は7

名で回答者の約23%で あつた 内 訳はビニルハウス内の

カキ葉を出荷しているもの4名 ,露 地のカキ業を出荷し

ているもの3名 であつた カ キ乗はビニルハウスでは3

月上旬から5月上旬の間か7月下旬から8月 上旬の間,

露地では7月 中旬から8月下旬の間で採取され,出 荷さ

れる い ずれの経営者もビエルハウスか,あ るいは露地

で生産しており,両 方で生産する経営者はいなかつた

(第1表)

1経営あたリカキ秦の年間出荷枚数は少ないところで

約3千 ～4千枚,多 いところで30万枚であった(第1表)

また,こ のうち1名はビニルハウスのカキ紅美を業者

に無償で提供していると回容した カ キ紅葉の用途につ

いては 「柿の発寿司J用 途なのか,「つまものJ用 途な

のか記述がなかったため不明である

カキ葉を出荷している経営内での摘み取り者は,60歳

以上の男女を含めている経営が多く,ま た女性のみ力諦

み取りに従事している経営もあった(第1表)

カキ葉を出荷している7名 に,カ キ葉採取向けの救培

方法についてたずねたところ(複数回答可の設問だが,1

経営で1回答であつた ),カ キ葉を採取するためだけの

村を別に残している者2名 (ビニルハウスで採取),夏 季

勢定を行う者1名 (ビニルハウスで採取),47t長枝を作る

ようにしている者 1名 (露地で採取),特 に工夫はないと

回答した者2名 ,無 回答 1名であつた 果 実を獲る木に

採採用の技をつくって採取するという経営はなかった

夏季"定 を行うと回答した1名は,夏 季労定の際に労

定した枝からカキ葉を捕み取る作業を行つていると推韻」

された

各経営の1人 時間あたりのカキ葉採取枚数は,経 営

によって大きく異なり,150枚 /時間 人 から833枚/時

間 人 であつた(第1表)

出荷先は,「オ市の葉寿司J業 者が3名 ,カ キ葉を取り

扱う業者が2名 ,そ の他(共同での出荷,個 人へ出荷)が
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カキ業

の概要

ンた

第 1表 奈 良 県 内力■ 生 産 者 の カキ 真 の 出 荷 枚 数 摘 み 取 り従 事 者 の 性 易Jと年 齢
ToЫ ol  The number oす 。●rsimぃo内 lo,vos■ r shipmentgeneration ona gonH。 「

persimmon oroauoor in No「 ゎ prefecture

出 荷 先 奪

oF [atherings and ro●●iver of ,ersimmOn ieaves of

出荷 祇 数
(万枚 )

経 営 内で
の摘 み 駿
りlt事者
数 (人)

栽 培 の 工 夫

出

荷

経

営

体

数

摘 み 取 り従 事 者 の忙 場Ⅲと年 齢 別 人
数 (人)

男性      女 性

出 荷 カキ

素 vDハ ウ

椅 み 取 り期 間   ス 栽 お
aE地 栽 埼

の 別

出 荷 先

轟
嬰

く円)
SO歳 代  60歳 44 60歳 代  60歳 4t
未 満   以 上   未 病   以 上

30

10

5

3

O e ～ 0 4   1

不 明   i

掟 長 枝 など

特 に工 夫 ま
'まい

樹 を,Ⅲに残
してあ る

相 を別 に残
してあ る
特 に工 英 は
'ましヽ

互 隼 塑 定

柿 の 葉 寿
司 業 者

柿 の 葉 寿
旬 業 者 、カ
キ 葉 の 取 り
扱 い 業者

共 同 での 出
荷

個 人

柿 の 葉 弄
旬 業者
カキ 葉 の 取
りれ 輩ヽ斉

7月 中 旬 ～ 8月 上 旬  露 地

0月 上 旬 ～ 下 旬    露 地

3月 上 旬 ～ 5月 上 旬  ′ ウヽ ス

4月 上 旬 ～ 5月 上 旬  ハ ウ ス

7月 下 旬       露 地

4月 中 旬 ～ 5月 上 旬  ハ ウ ス

7月 下 旬 ～ 3月 上 旬  ハ ウ ス

一　
　
〇

075

800

438

420

40'

150

333

4

3

2

3

1

ヽ

1

1

合 計   7

人は7

ス内の

出荷 し

では3

Dの間,

Hl市さ

は露地

かった

ころで

1表)

|を業者

とにつ

月とな

!,60歳

|みが摘

2名,無 回客が1名であった(第1表)7名 のうち5名

が採取後そのHの うちに出荷を行うとの回答(他1名そ

の他! 1名回答無し)であつた 市 場や農協ヘ ヒ荷して

いる,いまなかった

出荷後のカキ業の用ととして 全 員がカキ業は流通後

「柿の業章司Jに 利用されると回答した 十1■の飾り芸,

「つまものJを 用ととする出荷はなかった

2)「柿の業■FIJ求者! カキ来を取う扱う業者との取

り決めについて

カキ業を出荷する経官者と取,先 との間で取りためが

あるかどうかについては第2表 に示した 「カキ業の大

きさについて取り決めがあるJと 7名全員が回待し“幅

9 cln以上や寿司が包めるだけの大きさ等が必要との回答

があり,カ キ業の縦の長さが15cn(中)や10cn(刀」で出荷

取引されている|1亭の飾う業に利用される 「つまものJ

第2表 カキ葉を出荷している経営と取ヨ先との取り決めの有無

用のカキ業とは実なり,大 きめのカキ業が求められてい

るということが明らかになった ま た,「出荷私数につ

いて取り決めがあるJ,「『1質についてキズや虫交いのな

いものという取り決めがあるJと 回答した人がそれぞれ

る名,「時期,値 段にlRり決めがあるJと 凹各した人が

それそれ4名 であった(第2表)価 格については, 3円/

1t～6円′枚であった(第1表)

3)カ キ生産者のカキ業生産の吉向について

現イ1カキ業を■と出荷している7名 のうち 今 後の生

産の意向について, 1名 が今後カキ葉を販売したい, 3

名が条件によっては販売したいと回答しているのに対し

て, 2名 は今後カキ業を販売したくないと回各した 一

方,現 在カキt‐を,産 出荷してない24名は,条 件が合え

ばカキ業を生産したいと回答した人カセ3名(約96%)で あ

つた(第3表 )

Tob情2 Presenoo ovo"moぉ agemo内t of promにos wたhthe dおni ttr sh,p hr oers mいoぃは,ves

回答数 FtXttA 経営B 経 営C 経営D   経 営E経 営F経 営G

の栽培

だわiす 1

)だけの

),寛季

〔を作る

にないと

をる木に

つた

)際に労

すとftWI

I ,経官

33枚/時

をを取り

出荷)ちi

カキ案の大きさについて取り決め
がある

出荷枚数について取り決めがある

品質(キズや虫食い)こついて
取り決めがある
時期について取り決めがある

値段について取り決めがある

カキ業のこについて取り決めがあ
カキ奏の厚さこ取り決めがある

7  あり        あ り  あ り
(スシが包める大きさ)

5  あ り
(使うだけ)

5  あ り
(ないもの)

4  な し

4 あ り
(6門)

0  な し

0  な し

あり  あり
~~~~~一―一一一一一

(規定の長さが決まつている)

なし  あ り
(上限を決めてある)

なし  あ り
(キズのないもの)

あり  あ り
(ハウスのみ)

なし  なし

し

し

な

な

し

し

な

な

し

し

な

な

し

し

な

な

サ

け

り

り

し

し

あ

　

あ

　

あ

　

あ

　

な

な

なし

あり
(無傷)
あり
(7月下旬)
あり
(3円)
なし
なし

あり     あ り
(幅9om以上)

あり     あ り

なし     あ り

なし     な し

あり     な し



「

(2分

第3ま今後のカキ葉の出荷の意向について(複数回答ぃキ1)

Tab o3 htFnton oftho sh pぃonl oFtho po「村mm。ぃにovos hr tho 4uture

(Pbra onswers n=31)

出荷ありn=7  出 荷なしn・24

今後カキ葉を販売したい

今後カキ某を販売したくない

条件によっては販売したtヽ

無回答

奈良県農業総合センター研究報告 第 40号(2009)

4)カ キ生産者がカキ章を出荷していない理由

カキ生r4者が現在カキ業を出荷 していない理由とし

て,「呆実を採るための作業で忙 しいJを 793。の人が選

〕(し,「カキチを採る人がいないJを 54% 「価格が合わ

ないJを2100,「その他Jを13%の人力ヽ妥〕tした(第1図)

0)案 実を探るための作業てにしい

(2)力■葉を採る人がいない

(0価 格が合わない

0)その他

|

| |

| | |

カキ業採取用のカキの村は果実は収穫せすlt長柱を多

く発生させるように4期 に"定 をして栽培管理 してい

た

2)夏 季労定後の労定技から採取する方法

2人 旭となって 1人 は従長ltを"l■し,何 本かまと

めて, もう1人 のカキ業の摘み手に持つて行き,摘 み手

は,そ のほからカキ業を摘んだ 往 長枝は摘みiに 充分

量供給され 待 機することはなかつた 捕 ふ子は従長校

からカキ業の大きさが 「柿の業寿司J用 とに充分な大き

さかを選択 しながら手で柿み,25枚 束ね卜東laたヵキ★

をすらしながら受柄をハサミで切り落とし も う一回25

1rを同様に作 り,向 かい合わせに組み合わせ,輸 ゴムで

50枚に束ねた 摘 ム手が徒長技からカキ葉を摘み始め

50枚のカキ奏を摘んで束ね コ ンテナに入れるまでの時

間を一連の作業(=1回 )とし, 5凹 探 り返 し,作 業時間

を討測した

5回 の繰 りTrし作業の討測から1回 あたり50枚を束ね

るのに平均で3分 35秒となった 2人 れで作業を行うた

め,1時 間あたう1人 あたりの摘み取 り枚炊は,419惚 時

間 人と換銃された

Ⅲl前先が県内 「tTの業寿司J業 者.カ キf‐を取 り扱う

業者(いすれも業務用 「柿の奏寿¬J用 途)であったため

カキ受を摘み取る作業のFt_に 業 柄を切 り取る作業が必

要であつた

1)2)の 方法の長所とtP所を比較 した(第1表 )1)

の摘み取 り時に"定 を行わない場合で 更 に捕み取った

カキ業の業柄を切 り落とさない場合は収桜枚数が1565枚7

時間と非常に多くなる 一 方)2)の 野定を行いつつ剪

定した枝からカキ美を捕み取った場合.419枚 /時間 人

となり, 1)の 場合に比較 してカキ葉の採取についての

み着目すると約27%の 作業効率となる

3 カ 千葉生産の句別労働時間モデルと経営収支モデル

の作成

労働時間の計測の結果,ア ンケー ト調査結共によリカ

キ芸生lfの句別労働時間モデル,終 官収支モデルを作成

し第 5! 6表 に示した カ キ業生産旬別労働時間 経 営

HX支モデル作成の前柱条件として 末 工方式低面ネット

栽培(と5)(以下,低 市ネット栽培)により,露 地でカキ|

刀根■生セ 栽培 し!実 rv団場レベルにおける理論値であ

る10aあ たり給業数32万社を基にカキ葉生産の技術を評

価 した カ キ章'産 用の品種には 通 常 「柿の章寿司J

に用いられるのが汁柿のカキ業であるため 1),品
種 刀根

1

2

9

t

|

1

2 0

0

0  ヽ,0“20 0ヽ0い40  ヽ00 1ヽ0 7ヽ0 0ヽ0(pOヽ100ヽ

第 1図  カ キ案を生産 販 売 していない人の理由

(複 数口告 n・24)

Fig i   The rooson why tho persiTrnon fruit produoors

do ぃot ooll loaves (Plural answers n=24)

2 カ キ業の生産収穫等作業時間の計測

1)村 上の従長桜から直を採取する方法

作業者は日項よリカキ業を生産出荷 している50歳代男

性 1名 であった 作 業者が徒長枝を多く発生させたカキ

斉取 り専用樹の従長校に層 くところに立ったところか

ら,枝 から 「柿の実寿司Jを 作るのに充分な大きさのカ

キt―(横9伽 ×維13cm以上)かどうかを選びながら,カ キ

業を抽み取 り,一 方向に加えて50核を束にして輸ゴムで

まるめて来ね,月要にぶらド1デたかごに入れるまでの所要

時間を訂測した

ll長枝を多く発生させたカキ葉生産中用村より1人 で

摘み取 りを行う場合,徒 長社から充分な大きさのカキ業

(横9 cm×縦13m以 上)を選びながら50枚揃み)ま とめて

輪ゴムでまるめて束ね 慨 にぶら下げたかごにいれるま

での作業を計測したところ 1回 の所妥時間は 1介 55秒

1時 間あたりの収植枚欺は1565枚/時間とlr算された

山市先が仕出しF_‐,■ 崖 (カキ業は 「柿の―‐寿司J用

のサバと一緒に販売される),農 と物直売所(家にで 「柿

の実方司J用 に利用される)等の場合 揃 み取ったカキ

業の調整作業はない
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第4表 カキ葉の摘み取り作業方法の比較

Tablo4  Co唖lriso内 Of Hoy of loaf gatherl内g

修〕

を多

てい

力千葉の摘み取り方法 揃み取り時の作業 長 所 短所

村上の往長枝から直接採取する方法
選丹Uしながら枝から直
接摘み取り

枝の"定 及び、"定 し

1人で作業ができる
徒長枝を大量に発生させるため
の労定を冬期に行う必要がある

"定 した様についた葉は鮮度が
急速に失われ、丸まるため選別
をすぐに行うために2人組で行う
必要がある

夏季労定後の労定ほから採取する方法 た 技から選別しながら "定 作業が行える
の摘み取り

ね

た

い

束

う

的

まと

み手

売分

長■

大き

キ☆

回2 5

ムで

合め

の時

時間

flう

tめ,

!が必

11

1つた

65枚/

1つ"

1人

iての

!リカ

千作成

准官

(ツト
ーカキ

事であ

子を計

寿司J

ま刀枢

早生を採用した に 市ネット萩■は,テ
ーブル状のlSlに

枝を誘引した付形で,作 業性を最重要視 して格案された

村形である 2こ の村形は低村高で作業が容易であるこ

とに加え,従 長ttの発生が多く着業教が多い特徴を持つ

ため,業 生産用の前形として適すると考えられる (植

木夫発表)そこで 本 モデルではll両ネット栽培法をl‐

用することとする ま た,同 ll_技席はハウス栽培に比較

して初期投資が少ないので,昆 ]uなキを採用することと

する 栽 培方法は従長枝を大量に発iさ せ,摘 膏で全て

の音を摘み取 り,摘 楽作業を行わない 従 長桜の古次は

減少することから4月 下旬のlF・1吉作業IPf間がほ行のよ柿
【
刀根早生

'技
培の38%に FE減されること "rF作 業は通

付に比べて微増であるが訪引作米が大幅に増カロするため

に, 1月下句の事を作業PJ間が慣行の法柿
t rJ棋

早生
'lt

培の2363。と大きく負tP増になること(1直木木発表)を加

味し,カ キキ'直 に係る句川労働時間モデルを慣行の渋

柿
`刀

根早生
.の

句別労働時間モデルを基に作成 した カ

キ弾の収穫枚数は10aあ たり結☆数の 5者1のカキ‐‐を採

取する技術とした カ キ来の採取方法はな雨ネット栽培

で徒長技が大量に発生することから 「村上の従長枝から

直接カキ業を採取する方法Jを 想定 し,1人 時間当たり

の収穫枚数はアンケー ト前本で生FF者が 「柿の実方司J

用に実際に採TTしている17ttの立大枚数833枚/時間人を

採用した(去1)宗 trR時期は, 7月 中旬から8)」下旬ま

での5句 で,カ キ業の用FFは 「lⅢの業キ河IHに 出荷す

るものとする

(と5iビ ニルハウス用のパイプを支柱 として高さ12

m× 幅125mの 棚に25cn日合いのフラワーネットをテー

ブル状に渓張 し こ のネットに結果母枝を回定 したも

の)

1)労 働時間

カキ業生産によ|,1刀根早生
'を

用いることとしてモデ

ルを作成したので 渋 打,1刀根早生
'の

実実生産の眸の労

lrl時間と比較した カ キ業上直が呆実生産と実なる点は,

摘菅で全ての音を落とすため,法 柿
て
刀l14■生

｀
では 7月

'中旬に行う指栞作業がイ(妥となることとす収穫時間が

果実上との場合は46時間710aなのに対 し,カ キ業生産の

場合は190時間/10aと大幅に増カロすることである

アンケー ト調査の対呆から時間当たりの収種枚数を

833私/時間人と仮定したところ 1句 あたりの収機に係る

労働時間は33時間となった

また,年 PgR労働Pi間のうち収植作業以外では, 1月 下

旬の男た作☆(誘引を含む)53時間/10a, 4月 下旬に摘盲

作業11時間/10a 年 間病章虫防院等 4時 間/10■などが

占める カ キ業の収穫作業は, 7月 中旬にカキ車翔カロ温
て
刀根早生

'の
収楼作業,渋 柿

.平
核無ヤ)摘呆作業と競合

し 新 たに40時間の雇用労pllの導入が必要になる ま た

1月 下旬に単定 志引のために40時Palの雇用労働の導入

力ヽ必要になり 年 間では93時間のFE用労lglの導入が2要

になる カ キ■生PFの10aあ たりの年間労働時間は274

時間となった(第5表 )

2)所 得

カキ業生14(草価 5円 /枚)は,時 ru3当た,労 tll所得は

ハウスカキi産 の78%ll■ )所 得はハウスカキ生産の

63%以 下であり,ハ ウスカキ仁により幼=的 でなかった

岳地カキ栽培と比較すると 時 間当たり労働所得は カ

キ業生lf(草価 5P1/枚)>渋 柿
!ガ

棋■生
'>廿

オド冨有
'>

渋柿
`平

核無
'の

順で小さくなった(第6表 )カ キ業生産

を岳地カキ投培のなかでも時間当たり労働所得の金額の

大きいまitて刀根早と
'と

比較してみると, カキ業生産の

経営賀は32万4千 円/10aで,渋 1市
(刀

根早生
｀
生,1の34万

7千 円/10■と比較 して! 2万 円/10a減少した カ キ葉

収程枚数は16万枚/10■,単 価 5円/枚とした場合,粗 1又

壷は80万円/10aとなり!渋 柿
(刀

根早生
Ⅲ
生産の相収益r4

万円/10aの148●dであった(第6表 )10a当 たりの所得

はカキ業生産の方が,渋 柿
【
刀根学生

'生
産に比べて,29
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修ω

万円高い,48万 rlとなった(所得孝596%)

また カキ奏生産でカキ業の単価を3円′枚とした場合)

相1又益48万円7104,所 得19万円/10aとなった(所得■39

3%)晶 地カキ栽培と比較すると,時 間当たりの労働所

得の全拒は最も小さくなり,所 得は渋|ば刀根単生
Ⅲ
>カ

キT‐生産(単価 3円′枚)>甘 柿
!雷

■
.>渋

柿
｀
平核無

｀
の順

で小さくなった

カキ専作生lE者が新たに追加 して,方 法で設定した条

件でカキ乗(単価 5円/1k)を生産した場合,カ キ章生には

ハウス柿生産には劣るが岳地カキ我培のどの品種を栽培

するよりも生亡幼キがよく所得が高いといえる

3)カ キ業生産を吉の損益分岐京売エ

変動貴(出荷販売任費,出 荷手tr料,雇 用労貨),そ の

他の任費を同定費として,カ キ業生この損益分岐点売上

を算出した

カキ葉生産の損益分岐点売上は 1枚あたリカキ業単価

5 rlの場合182780円となった 36556枚 (10aあたり総

カキ業数32万枚の約114%)以 上のカキ業収iで 所得が確

保される

l Frあたリカキ尭単価 3円 の場合,損 益分岐声売上は

205660円となった 11132枚 (10aあたり総カキ業4432

方枚の約12 8JO)以上のカキ業収上で所得が確保される

露地カキ栽培のなかで,最 も所得の大きい露地 よ 柿

りJ根早■
'と

同様の所得を得るためにはカキ業生産単価

51の 場合86609枚 (10aあ たり結カキ業数32万化の約

27%)の 生産です単価 3円 の場合162249及(10aあたり裕

主な業柱

奈良県農業総合センターljF究報告 第 40号 (2009)

カキ業数32万枚の約50 7 % )の 生産で同様の所得が確保さ

れる

4 県 内 「前の葉寿司J製 造会社の規模とカキ業の利用

についての調査

4社の合計ではカキ業を年間4300万舷-4600万1/使用

している こ のうち年間760万枚～抑0万枚の県内直カキ

業が利用されていることが聞き取り調査により明らかに

なった 各 業者の調査結共については表7の とおり

今回の調査で,五 に 十 野地域のカキ生産者の約23%

がカキ業を 「ltの費キ司J用 に保取,販 売しているとい

うことが明らかになつた 多 いところでは年間30万社を

出荷する経営体もある 経 営内での抽み取り者は,60歳

以上の男女を含めている経営が多く,ま た女性のみが捕

み取りに従事している経官もあった 高 節者.女 性にも

従事しやすい作業と考えられる こ のことから カ キ生

産者にとつてカキ業の出荷はそ官内の力働力活用の場と

なっていると考えられる 以 下に新たなカキ葉生ltによ

り産地を活性化するための課題を沓げた

1 カ キ葉生産への地域人材の活用

現在生産者がすカキ業の満み取りをしていない理由に

「カキの実を採るための作業でにしい」と同答した人は

79%で あつた こ れは,ハ ウスカキと晶地カキを執培作

報考

第7表 県 内の主な 「柿の実寿司」業者の概要

rablo 7  The summary of the nlajor kakinoha zushi suppller in Nara prefecture

業者名       A社   中 化__Ctt      D社

貢示奎        5 0 0 0万 円     4 8 0 0万 円     4 0 0 0万 円    1 0 0 0万 円

従業員数      2 0 0名        1 8 0名        2 5 0名      1 2 0名

柿の英寿司、および

食品の製造及び販

売、レストラン営業他

柿の葉すし その他す
しの製造 卸 販売

名産キ司製造販 柿の実弄司、レス

売       ト ラン経営

店舗
県内9店 〈うちレスト

ラン3店)
県内13店、近機13

店、委託(県外16店)
直宮店6店 県外
5店他

直営店6店、県外
2店他

年間
2 0信円弱
〈H20)

28信円

(H211)
23億円(H16) 6信 阿(H20)

全売上に占める術の葉
寿司売上の官J合

6割宣

０
6～7割

カキ実の調達方法
力千葉の取り扱い業

者十農家

力■葉の取り扱い業
者

カキ実の取り扱
い業者

カキ業の取り扱
い業者

県崖カキ葉使用割合 140万枚 440万枚 100万枚以内 80から120万枚

1500～ 1300
年間カキ葉利用紙数  1400万 枚/年 1000万枚/年

万枚/年
400万枚/年



円右犯 他 :奈良県におけるカキ業生産又び利用の現状 と諜超 セカ

)利用

目に導入している世家にとっては,摘 古 柿楽作業と労

働歳合するからであるう ま た, カキ生産の労働と競合

するため,カ キ業をビニルハウスとたt_の両方で生にす

る経官者は見られない よ って,nL官 モデルの作成にお

いて,両 方で生産するモデルではなくだ地のみで生にす

るモデルを想危した

ハウスでのカキ業のltみ取 りlF業刺問の 3月 上句から

5月 上旬までの 7句 は, 3)」上中旬はカキ普通加温
i lJ

根早生
)の

摘吉, 4月 の中下旬はカキ早期加温ツ」棋早生
'

の摘果 4月 下句の汁IⅢブサlP中上
｀
の揃首 5月 に句の

カキヤ追加温
!刀

恨早''の rla呆,ュ 柿 」二核■
',廿

柿
【
富有

'の
精吉作光と歳合する ま た,,「地での摘み取 り

期間の7月 中旬から8月 ド句の 5旬 の間は 7月 中旬から

8月 L旬 にかけて 7月 中旬にと1打F`刀根早生
'と

,|1市
【
平

核無
Ⅲ
の括栄作業 7月 下句, 8月 上句の甘柿

て
官有

｀
の

結果作業と歳合する

これらの理由から,カ キ'直 者はカキ業の生により来

実生産を優先するためカキ業のととを行つていないこと

がうかがわれる

工候 lf野地域のカキ生に者の平均年齢は57歳であり

(l16),家 族n.官においては在宮者の両親,祖 父tj等も

作業に従事 している ア ンケー ト前なの結来,摘 み取 り

者は60点以上の身女を含めている作官が多く ま た女性

のみが摘み取 りに花事しているIL=も あったので カ キ

葉生産は販売のチ ヤネルを確保すれば カ キiと を行う

家族経営において,高 齢者,女 性に取 り組みやすい十日

と考えることができるであるう

必すしも家族にカキ■の摘み取 り作業を担当する高柿

者等がいないとしても,地 域でみれば作業を低順できる

人材はいるはすであろ 五 峠市の平成19年度の60歳以上

の人口は12313名であり,こ のうちシルバー人材センタ
ーに登録を行つている人力も7名 (男性223名,女 ■1取名)

である(よ7)カ キ率生産によって地域の雇用の創出を

検討する価値はあろう

(注6)平 成20年度 日長業任■訳調べ

(注7)(社 )全同シルバー人材センター手☆協会ホーム

ベージ平成19年度都道府県別抗計より

2 関 連業者に対する地産地消の連携の要請

県内の 「柿の要寿・ll裂 道会社 4■ のFTHき取 り詞本に

より県内カキ生産者が'直 するカキ葉だけでは 「柿の☆

寿司」用のカキ子の需要は前たすことはできないと推定

される 結 果1の 3)で明らかになったように,ア ンケ
ート詞埜に回容した現在カキ十を上に出荷していないカ

キ生産者のうち96%が 「条件が介えばカキ業を生rFした

いJと 回合 している こ の意向を実現,つ まリカキ生産

者が 「柿の業寿司J業 者に県内産カキ業をこれまで以 ト

にl■拾 しようとするならば,カ キ生産者は,カ キ☆我培

の低ヨス ト化.低 面ネット栽培年の省力化紋杵 大 三生

に流通体制の者備について支援機賀と共に検討する必要

があろう ま た,地 域の活旧i化のためにもカキ☆取 り扱

い業者)お よび 「1市のf‐寿司J業 者などの関連業者に対

して安定的な取引の実現を前提とする地産地消の連携を

要請してもよいのではないだろうか

3 カ キ養の安定大量生産技術の確立

カキ率は,掬 み取 り作業に道する奈良方式lH両ネット

栽培では10aに 32万枚発生するとされており(植木 !末

発表)カ キ率の車価を 1枚 5円 としたとき, 5告1の16

万枚を出荷すれば,10a当 たり所得はカキ業生産の方が,

岳地渋柿
t刀

根早■
'に

比べて,約 29万円高い 約 48万円

となる 労 働の強度を計‖Jしていないがカキ斉の宅さを

考えると,呆 ■生産と比較 して労lrl強度は人分小さいの

ではないかと推"Ⅲされる

カキ共実上亡と労働歳合しないカキ葉の■産時期を枚

声iしてみる 奈 良県朴官モデル集(平成lS年度版,官 農

打型 tカキ車作 (ハウス)モデル)の旬別労勧時間モデル

でみると35人 文8時 間/日XS日 /句X3句 で家族労ldll時

PH5上快は 1月 あたり672時間であるが, 6月 の 1月 あた

り労lHl時間は経■で176時間にしか迪ぎない 晶 地柿で

発方が始まる3月 下旬から11月下旬の収桜の同までで月

別労働時間は6月 の労働時間が最も少なくなる 呆 実生

Fを 行わないカキ章専用の村ですかつ 取 引先に要求さ

れる大きさやカキ★の品質について条件を満たせばこの

時期のカキ業の1スftも考えうる

現在カキ業を出荷していない■産者の約96%が 「条件

があ'ば カキ業を生産したいJと 回各 している カ キ呆

実生産と労T慨 令しないカキ業の生産体系 作 業者不足

を柿うための制度作 り,安 定 した価格取引を実tllする契

る17,十 の条件等を支援機関とともに改善していくこと

により新たな作日になる可能1■もある 地 域の人材を活

かすためにも,柿 宅的な作日としてカキ業を安定的に大

量に'と する技術のlT立について詳和な検討を行う必要

がある

4 有 利な販売先の開拓 確 保

カキ'産 者が満み取つたカキ末は前■では全て,「iⅢ

の斉矛司J用 に利用されており よ り高価格で市場で取

] 2 3 %

)とヤヽ

すルを

60歳

本が摘

とにも

,キ■

)場と

こによ

堅由に

[人は

チ培作



(28)

引されるつまもの用ととして販売する生産者は全くいな

かった

「柿の業寿司J以 外の用違での高価格で取引されるカ

キ業の販売先の確保,対応する流通ルートも検討したい

例えば料理の飾り葉の 「つまものJ用 途のカキ緑業は三

に高級料亭用の限られた需要であるが,カ キ秦の何%か

をそのような出荷先へ振り分けることで,所 得の向上が

可能になるであろう

カキ紅葉も同様に 「つまものJ用 途に,県 外産地で生

産され流通している カ キ幸生産後のカキ紅業生産につ

いても技術的に検討できるのではないだろうか

カキれ葉については今回調査したカキ葉出荷農家7名

のうち1名が無償で提供しているだけであつた 提 供先

が不明のため 「柿の業寿司J用 か 「つまものJ用 かは不

明であるが,県 外産地ではカキ紅奏も 「つまものJ ttlF

として生産されl‐通している 奈 民県での生産実績は少

なく,カ キ業収種後の生産となるため技術的な課題もあ

るが,カ キ紅業の 「つまものJ用 販売も検討する価値は

あろう

奈賞県では伝ftある郷i食 として 「柿の業売司Jが あ

り, カキ生産者によつて 「柿の業寿司J用 のカキ乗が生

産されている 奈 良県の五候 吉 野地域のカキ生産者の

23%が カキ案を 「柿の葉寿司J用 に採取,販売している

年間に30万枚を出荷する経営体もある 在 宮内での摘み

取り者は,60歳以上の男女を含めている経営が多く,ま

た,女 性のみが摘み取りに従事している経営もあり,カ

キ業の摘み取り作業は,高 齢者,女 性にも従事しやすい

作業と考えられた 生 産の課題として以下の4点が抽出

された

ぃ)カ キ茉生産への地域人材の活用

ウ)関 7S業者に対する地産地消の道携の要請

0 カ キ業の安定大足生産技術の確立

14)有利な販売先の開拓 確 保

本研究を実施するにあたり,ア ンケート調査,計 yllに

ご協力いただいた生産者の方々,聞 き取り調査にご協力

いただいた業者の方々に厚く御礼申し上げます
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